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ヨシゴイなo6ﾉｯchussme凡siSの巣に托卵したバンＧα"加ujacﾉijorOP座Ｓ

上111忠介１

バンＧα"加叫acAZoropusでは，一夫多斐的に配偶した複数のメスによる巣の共同使用や種内托

卵が稀れならずおこっていることが，イギリスでの観察から明らかになっているが（Gibbonsl986)，

国内のバン個体群では，原戸（1989）が沖細において詳しい観察を行なっているにもかかわらず，こ

うしたﾘ＃例は報告されていない．著者は埼玉県秋が瀬の荒川河川敷の水佃内に点在する湿地で，１９９１

年から３年間にわたり，ヨシゴイIXo6"Cﾉ血ssmer,sｉｓの繁殖調査を行なってきた．その調査の過

程でヨシゴイが営巣するヨシ原や湿地において，多数のバンの巣を発見することができた．発見した

バンの巣について産卵順や卵数を調査した結果，２羽以上の雌による一つの巣の共同使用や種内托卵

が，この地域のバン個体群でも稀れならずおこっていることが明らかになった（Ｕｅｄａｅｔａ1.1993)．

さらに1993年の繁殖期には，これまでバンではまったく知られていなかったヨシゴイの巣への種間托

卵例を観察できたので報告したい．

ヨシゴイ巣へのバンの托卵を発見したのは1993年６月25日であった．ヨシゴイの集団営巣がみられ

るヒメガマｍｙｐｈａａ噌哩stataの沼地（水深約30ｃｍ）で，発見した産卵期（４卵目）のヨシゴイの

巣（水面からの商さ80ｃｍ）にバンの１卵が産みこまれていた（Fig.１)．同時に，この巣のあるヒメ

ガマの根元から約１ｍ離れたヒメガマの根元に11卵の入ったバンの巣もみつかった．このバンの巣に

産みこまれていた卵のうち，３卵が白っぽい地に細かい斑紋の入ったＡタイプ，２卵が斑紋は細かい

が地色の濃いＢタイプ，残り６卵が明るい地に荒い斑紋のＣタイプであった．しかし，ヨシゴイの巣

に産みこまれていたバンの１卵は，このパンの巣のどのタイプの卵の斑紋とも異なっていた．

翌日，このヨシゴイの巣にはヨシゴイの卵もバンの卵も産みこまれず，既存のヨシゴイの４卵とバ

ンのｌ卵はそのままであった．しかし，巣中の卵には卵黄が飛び散った痕跡が残っていた．ヨシゴイ

かバンの新たな卵が巣上で壊されたものと思われたが，何がおこったのかは不明である．ヨシゴイ卵

はその翌日から，５，６，７卵目までが追加された．この期間にパンの巣ではＣタイプの卵がさらに

４卵（１２卵目から15卵目まで）追加された．

７月14日，ヨシゴイの巣ではふ化がはじまり，早朝には巣内に３羽のヒナとふ化しつつある１卵，

そしてヨシゴイの３卵とバンの１卵が残っていた．同時に隣りのバンの巣でもふ化がはじまっており，

２羽のヒナと未卿化の9卵（Ａタイプ３個，Ｃタイプ６個）が巣内にみいだされた．1日おいた７月１６

日の早朝には，ヨシゴイの巣ではヒナ６羽がふ化し（ｌ卵は未卿化)，バンの卵はすでにみられなかっ

た．隣りのバンの巣では６卵（Ａタイプ３個，Ｃタイプの13卵目から15卵目までの３個）が残されて

いた．この６卵はその後，抱卵された形跡はなく，この時点で放棄されたものとみなされた．

この巣のヨシゴイは，托卵されたバンの１卵を抱卵し続けたわけであるから，ふ化直前にバンの卵

を排除したとは考えにくい．おそらくヨシゴイの巣にあったバンの卵は無事にふ化したものと思われ

る．ふ化したヒナが下に落ちれば，そこには隣接のバンの巣のヒナたちと親鳥がいるわけであるから，
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図１．ヨシゴイの巣に托卵されたパンの卵（矢印の１卵)．

Ｆｉｇ．１．ＡｐａｒａｓｉｔｉｃＭｏｏｒｈｅｎｅｇｇｉｎａＹｅｌｌｏｗＢitternnest、

そのバンの家族に混じって、生存することは可能である．

カモ類，キジ類などの早成性の烏では，ふ化したヒナが親の世話をうける度合は相対的に低い．ゆ

えにカッコウ類などの晩成性の托卵烏より，托卵される側のコストも低く，托卵行動は進化しやすい

と思われる．しかし，その理由は定かでないが，早成性の鳥で完全に托卵性を狸得した種は南米のズ

グロガモHezeroﾉzG此αα〃icapi〃αしか知られていない．

一方，自分自身で営巣・抱卵もするカモ類の!''にも，状況に応じて相手を選ばずに種内・種間の托

卵を行なう稀類が知られている．その中でもアメリカホシハジロAyz/Ｕ'ααｍｅ（ｃａ７１ａは有名で，托

卵の相手としてオナガガモＡ７ｚａｓαα“，マガモＡ・ｐＺａ妙7,hync/zos，アカシマアジＡ・

cyα'1optera，アカオタテガモＯ幻ＩｕＦａｊａｍａｉｃｅ,zsjs，オオホシハジロＡｙ酌yauα"Ｓｍ〃jαなどの

カモ類，そして時にはアメリカオオバンFuZicaame7･icα'zαやアメリカサンカノゴイBotau7､us

Ze7血gmosusにも托卵することが知られている．このアメリカホシハジロを筆頭に，これまでに２１

種のカモ類で種間の托卵が報告されており，中にはクイナ類やキジＰｈａｓｉａｍ４ｓＵＧﾉ､sicojorの巣に

托卵した例も知られている（Wellerl959)．またツクシガモＴａｄｏ７､"αｔａｄｏｍａ（Pienkowski＆

Evansl982)，アメリカオシＡｉ難Spo7zsa（Clawsonetal、1979)，ウミアイサjVe電"ｓｓｅ７７､ａＺｏｒ

(Young＆TiLmanl988)，オシドリＡｇａｊｅﾉ､icZ4Zata（閏龍泰私信）などでは種内托卵は稀な現

象ではない．こうしたことから同じ環境にすみ，繁殖時期が重複し，産卵場所，抱卵期間などが似て

いる水辺の早成性の鳥類のあいだでは，状況次第で種内・顧問を問わない托卵が予想される．

現在のところ，ヨシゴイの巣でしかバンの托卵はみつかっていないが，本研究が行なわれた調奄地

ではカイツブリPodicGpsﾉ･型/ＩＣＯ雌ｓやヒクイナＰＯＦごα"αんＳｃαもバンの托卵をうける可能性があ

る．また関東周辺の水辺や湿地では。可能性としてオオヨシゴイＩ.Ｇ”､め'tﾉzmus，サンカノゴイ

Ｂｏｔａｕｒ､ｕｓｓｔｇ〃α（s，オオバンＦｕ〃cαα〃α，クイナＲａ恥ｓａｑｕａａａｊｓなども托卵相手として考
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えられるし，琉球列島などではリュウキュウヨシゴイＬｃｉｍｚａｍｏｍｅｕｓやシロハラクイナ

Amauromjsphoenjcurus，オオクイナＲａ"maeurizo"oidesなども候補として考えられる．今

後，日本の各地で，水辺に生息する渉禽類・水禽類の繁殖生態の調査が進めば，ヨシゴイ以外の烏で

もバンによる托卵が発見される可能性がある．

沖縄の原戸鉄二郎さんにはバンについての大部の修士論文を送っていただいた．秋が瀬における野

外調査では内田博さん，松田喬さんにバンの巣の発見を手伝っていただいている．ここに記してお礼

を申し上げる．
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